


















はじめに

広島県賀茂郡河内町では、平成 4 年度より厚生省の思春期事業の一環として、「中学生の

赤ちゃんふれあい体験学習」を実施してきた。この事業は、豊かな人間性の酒養と母性父

性の育成を目的とし、乳幼児・母親とのふれあいを通して男女の性・生命の大切さや思い

やりの心を育み、感性の豊かな人間育成の一助とするために行われているものである。対

象は河内中学校 3年生の男女生徒で、河内保健所で行われている育児相談・乳児健診に参

加するという体験学習を行った。平成 5 年度は、6 月 23 日、9 月 22 日、10 月 20 日、11

月 17 日の 4回にわけて実施され、毎回約 20 名づつの生徒が参加した。

この体験学習の前後で生徒の赤ちゃんに抱いているイメージ調査を行った。今回はそのう

ち、体験前後で赤ちゃんのイメージがどう変化したか、を検討した。


